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構造特性確認書について 

 

 当協会と（国研）土木研究所は、共同研究を実施し、道路土工－擁壁工指針（平成 24 年

度版）（以下「擁壁工指針」という。）の解表 5-6 の構造特性に対して、積みブロックの控長

を 35cm のまま大型化したブロック積擁壁（練積）を布積とする場合の構造上の留意点を整

理しました。また、共同研究報告書を基に積みブロックどうしの一体性を確保するための構

造特性をより具体的に整理し（下表）、積みブロックの構造特性確認マニュアル（案）（以下、

確認マニュアル（案）という。）としてとりまとめました。 

 

 
※ 大型ブロック積擁壁の設計・施工・維持管理の高度化に関する共同研究報告書（令和 3

年３月）巻末資料「ブロック積擁壁の設計・施工に関する参考資料（案）」より抜粋 

 

 対象範囲は、擁壁工指針の表 5-3 を用いた「経験に基づく設計方法」により設計する場合

としています。ただし、運用上、ブロックの控長を裏込めコンクリートを含む躯体厚に合わ

せて大きくした積みブロックも対象範囲に含めています。詳しくは、確認マニュアル（案）

を参照願います。 

 

構造特性確認書は、布積みとすることを想定した積みブロックの構造特性（構造区分、ブ

ロック控長、胴込めコンクリート比、胴込めコンクリートの打継位置）について確認マニュ

アル（案）に沿って確認し、その結果を記したものです。積みブロックの控長を 35cm のま

ま大型化したブロック積擁壁を布積として用いる場合の構造上の留意点のうち、構造特性

のみを確認したものであり、個別事例における使用の可否を判断するものではございませ

んので、お間違いのないようにくれぐれもご注意願います。 
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 積みブロックの控長を 35cm のまま大型化したブロック積擁壁（練積）を布積とする場合

の具体的な構造上の留意点については、下記 1～3 をご参考願います。下記 1～3（形、量、

施工）をすべて満足してはじめて積みブロックどうしの一体性が確保できるという考えに

なります。 

 

 

1. 積みブロックと胴込めコンクリートが一体化しやすい形状である（形） 

⮕ シェアホール、又は返しがある。 

⮕ 背面板型である。 

 

 

2. 適切に胴込めコンクリートが配されている（量） 

 

表 胴込めコンクリート比の目安 

構造区分 π型 背面板型、π型 

積みブロックの控長（cm） 35 40※ 45※ 50※ 55※ 

胴込めコンクリート比 

（目安） 

0.40 

以上 

0.48 

以上 

0.54 

以上 

0.58 

以上 

0.62 

以上 

※積みブロックの控長は、裏込めコンクリートを含む躯体厚となります。 

 

 

3. 胴込めコンクリートの確実な品質の確保が容易である（施工） 

⮕ 施工時に積みブロックどうしの接合部と胴込めコンクリートの打継ぎ面の高さが

そろわないようにする。 

 

 

 


